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紹
介
と
批
評

野
　
沢
　
豊
著

『
孫
文
と

貝
塚
茂
樹
著

『
孫
　
文

一

中
国
革
命
』

と
　
日
　
本
』

　
私
は
、
す
で
に
、
本
誌
第
三
九
巻
第
一
〇
号
に
お
い
て
、
藤
井
昇
三
氏
の
労

作
、
　
『
孫
文
の
研
究
1
と
く
に
民
族
主
義
理
論
の
発
展
を
中
心
と
し
て
ー
』
の

紹
介
と
批
評
を
試
み
た
。
私
の
提
出
し
た
疑
問
点
に
対
し
て
、
藤
井
氏
は
、
最

近
の
論
文
、
　
「
孫
文
と
中
国
革
命
の
思
想
1
『
心
理
建
設
』
を
中
心
と
し
て
」

（
坂
野
正
高
、
衛
藤
藩
吉
編
、
『
中
国
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
』
所
収
）
の
註
に
お
い

て
、
詳
細
に
わ
た
り
、
氏
の
論
理
を
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
六
年
の

孫
文
生
誕
百
年
と
前
後
し
て
、
わ
が
国
で
い
く
つ
か
の
孫
文
研
究
が
刊
行
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
、
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
個
性
的
な
、
貝
塚
、
野
沢
両

二
西

（
九
五
二
）

氏
の
著
書
を
こ
こ
に
と
り
あ
げ
、
藤
井
氏
の
所
論
と
あ
わ
せ
て
、
私
の
見
解
を

述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
E
・
H
・
カ
ー
は
、
そ
の
古
典
的
著
作
、
『
ソ
ヴ
ェ
ト
革
命
史
』
角
ぎ
き
奪
讐
蹄

寒
藁
§
帖
§
這
矯
ー
這
題
一
邦
訳
、
み
す
ず
書
房
刊
）
の
序
文
に
お
い
て
、
β
シ

ア
革
命
史
執
筆
の
経
験
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．

　
「
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
を
取
扱
う
歴
史
家
は
、
彼
の
仕
事
の
あ
ら
ゆ
る
段
階

　
で
、
真
面
目
な
歴
史
家
な
ら
だ
れ
で
も
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
二
重
の
任
務
－

　
彼
の
登
場
人
物
の
物
の
考
え
方
や
目
的
に
つ
い
て
想
像
力
豊
か
な
理
解
を
も

　
つ
と
同
時
に
、
そ
の
行
動
の
普
遍
的
意
義
に
つ
い
て
か
し
ゃ
く
す
る
と
こ
ろ

　
の
な
い
評
価
を
く
だ
す
こ
と
ー
の
厳
し
い
性
格
を
並
々
な
ら
ず
自
覚
す
る
で

　
あ
ろ
う
。
」

　
「
登
場
人
物
の
物
の
考
え
方
や
目
的
に
つ
い
て
想
像
力
豊
か
な
理
解
を
も
つ
」

点
に
お
い
て
、
貝
塚
氏
の
著
作
は
す
ぐ
れ
て
お
り
、
登
場
人
物
の
「
行
動
の
普

遍
的
意
義
に
つ
い
て
か
し
ゃ
く
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
評
価
を
く
だ
す
」
点
に
お

い
て
、
野
沢
氏
の
著
作
は
す
ぐ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
こ
に
提
起
さ
れ

て
い
る
の
は
、
歴
史
に
お
け
る
、
個
人
の
行
動
の
主
観
的
意
図
と
そ
の
客
観
的

評
価
の
問
題
で
あ
る
。
貝
塚
氏
は
、
　
「
孫
文
の
死
生
を
と
も
に
し
た
盟
友
で
あ

つ
た
宮
崎
活
天
の
遺
児
、
宮
崎
竜
介
氏
を
は
じ
め
、
現
に
生
存
せ
ら
れ
る
日
本
の

革
命
同
志
の
子
孫
に
、
残
さ
れ
て
い
る
史
料
な
ど
を
探
訪
す
る
の
に
協
力
し
て

も
ら
う
と
い
う
条
件
」
（
三
頁
）
で
、
こ
の
問
題
に
と
り
く
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
、
い
わ
ば
「
足
で
集
め
た
」
資
料
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
著

者
は
、
日
本
の
志
士
と
孫
文
と
の
交
友
、
そ
こ
に
お
け
る
孫
文
の
人
と
な
り
を

描
こ
う
と
し
て
い
る
。
野
沢
氏
も
、
　
「
人
間
」
を
描
く
こ
と
の
必
要
性
を
、
必



ず
し
も
否
定
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
野
沢
氏
は
、
　
「
そ
の
生
涯
を
さ
さ
げ
た
運

動
の
ほ
か
に
、
彼
ら
個
人
の
伝
記
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
人
物
を
姐
上
に
の
ぽ
せ
て
、
人
間
の
あ
り
方
を
深
く
ほ
り
さ
げ
る
な
か

で
、
彼
ら
の
歴
史
的
役
割
な
り
特
質
と
い
つ
た
も
の
を
、
的
確
に
え
ぐ
り
だ
し

て
み
せ
る
こ
と
が
、
伝
記
作
家
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
」
（
h
頁
〉
、
と
考
え
る
。

こ
こ
で
は
、
人
間
の
「
歴
史
的
役
割
な
り
特
質
」
を
描
ぎ
出
す
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
．
こ
の
態
度
は
、
『
孫
文
と
中
国
革
命
』
と
題
す
る
、
書
名
そ
の
も
の
の

な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
中
国
革
命
の
思
想
の
諸
潮

流
の
な
か
で
、
孫
文
思
想
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
前
半
で

は
、
清
末
の
改
良
派
と
革
命
派
の
思
想
と
の
関
連
に
お
い
て
、
後
半
で
は
、
社

会
主
義
思
想
、
そ
の
な
か
で
も
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
の
関
連
に
お

い
て
、
孫
文
の
思
想
と
行
動
の
「
歴
史
的
役
割
な
り
特
質
」
が
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
以
上
が
、
両
書
の
も
つ
．
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
私
は
、
両
書
の

全
体
に
わ
た
る
言
及
を
避
け
、
そ
れ
ら
を
読
む
過
程
で
触
発
さ
れ
た
、
以
下
の

三
点
か
ら
、
両
書
の
も
つ
問
題
点
に
接
近
し
よ
う
と
思
う
。
e
孫
文
の
反
帝
国

主
義
的
民
族
主
義
に
お
け
る
日
本
の
位
置
、
⇔
孫
文
亡
き
あ
と
の
、
孫
文
思
想

の
展
開
に
か
ん
す
る
理
解
の
仕
方
、
白
孫
文
思
想
に
お
け
る
伝
統
的
要
素
の
研

究
に
か
ん
す
る
問
題
提
起
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
貝
塚
氏
に
は
、
「
孫
文
」

（
『
民
族
解
放
の
星
』
所
収
、
一
九
六
二
年
、
講
談
社
）
が
あ
り
、
野
沢
氏
に
は
『
孫

文
』
（
一
九
六
二
年
、
誠
文
堂
新
光
社
）
が
あ
る
。
各
々
、
今
回
こ
こ
で
扱
う
二

書
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
私
は
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ

ら
に
言
及
し
な
い
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

二

　
第
一
の
、
一
九
二
四
年
に
孫
文
が
到
達
し
た
、
反
帝
国
主
義
的
民
族
主
義
に

お
け
る
日
本
の
位
置
づ
け
の
問
題
は
、
主
と
し
て
、
日
本
に
対
す
る
孫
文
の
態

度
に
か
ん
す
る
、
貝
塚
氏
の
理
解
と
関
係
す
る
。
著
者
は
、
　
「
孫
文
個
人
の
行

動
に
重
点
を
お
ぎ
す
ぎ
」
た
こ
と
を
反
省
し
つ
つ
も
、
　
「
日
本
と
孫
文
の
友
誼

を
書
く
の
が
主
題
で
あ
つ
た
」
、
と
述
べ
ら
れ
る
（
五
頁
）
．
「
日
本
と
孫
文
の
友

誼
」
と
は
何
か
。
こ
れ
が
、
問
題
の
核
心
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
孫
文
を
日
本
へ
結
び
つ
け
る
う
え
で
の
最
も
重
要
な
人
物
と
し

て
、
宮
崎
活
天
と
犬
養
木
堂
を
設
定
す
る
。
　
「
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
精
神
に
も

と
づ
（
き
）
、
…
…
日
本
と
中
国
と
の
間
に
は
、
双
方
か
ら
自
由
に
往
来
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
広
い
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
」
、
と
考
え
る
酒
天
は
、
「
日
本

と
中
国
と
の
間
は
、
高
い
日
本
か
ら
低
い
中
国
へ
降
り
る
、
一
方
交
通
し
か
許

さ
れ
な
い
」
、
と
考
え
る
荒
尾
精
ら
の
、
　
い
わ
ゆ
る
「
中
国
浪
人
」
と
は
、
そ

の
立
場
を
異
に
し
て
い
た
（
二
七
頁
）
。
ま
た
、
　
「
日
本
は
中
国
の
根
本
的
な
動

き
に
逆
行
し
、
こ
れ
を
反
対
の
方
向
に
動
か
す
能
力
を
も
つ
て
い
な
い
．
日
本

の
大
陸
政
策
と
は
、
こ
の
中
国
歴
史
の
自
主
的
な
動
き
に
適
合
し
．
そ
れ
を
ス

ム
ー
ス
に
進
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
、
と
考
え
る
犬
養
の
立
場
は
、
「
荒
尾

精
・
頭
山
満
・
内
田
良
平
一
派
の
、
壮
士
連
の
大
陸
進
出
政
策
」
と
同
一
視
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
（
二
七
頁
）
。
か
く
て
、
孫
文
は
、
宮
崎
ら
の
民
間
志
士
を

通
し
て
、
日
本
の
中
央
政
界
に
影
響
を
も
つ
犬
養
ら
と
接
触
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
一
八
九
五
年
の
広
州
起
義
失
敗
直
後
の
、
孫
文
の
短
期
間
の
日
本
亡
命
、

一
八
九
七
年
の
．
横
浜
に
お
け
る
孫
文
と
酒
天
と
の
出
遇
い
、
こ
の
時
の
孫
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
　
　
（
九
五
三
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

の
滞
在
に
か
ん
す
る
、
犬
養
の
取
計
ら
い
、
一
九
〇
五
年
の
、
東
京
に
お
け
る

中
国
革
命
同
盟
会
の
成
立
、
一
九
二
二
年
の
孫
文
の
訪
日
、
お
よ
び
、
沼
天
に

よ
る
、
桂
太
郎
へ
の
孫
文
の
取
継
ぎ
、
同
年
の
、
第
二
革
命
失
敗
後
の
、
孫
文

の
日
本
亡
命
に
対
す
る
犬
養
の
保
護
、
等
々
の
諸
事
実
を
通
し
て
、
孫
文
は
、

日
本
と
「
友
誼
」
を
結
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
過
程
を
通
し
て
育
ま
れ

た
、
臼
本
に
対
す
る
孫
文
の
「
友
誼
」
の
情
は
、
彼
が
連
ソ
政
策
を
明
確
に
う

ち
出
し
た
、
一
九
二
五
年
三
月
の
死
に
い
た
る
ま
で
、
断
絶
し
な
か
つ
た
、
と

考
え
る
の
が
著
者
の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
一
九
二
四
年
二
月

に
孫
文
が
援
助
を
期
待
し
て
日
本
へ
渡
つ
た
こ
と
、
死
の
床
に
お
い
て
も
、
孫

文
が
犬
養
や
頭
山
の
こ
と
を
気
遣
つ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
、
日
本
の
朝
野
の
志
士
と
孫
文
と
の
「
友
誼
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
政
府
の
、
孫
文
の
革
命
運
動
に
対
す
る
態
度
は
、
硬
化
の
方
向
を
た

ど
つ
た
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
著
者
は
、
一
八
九
七
年
の
、
孫
文
の
滞
在
に

対
す
る
日
本
政
府
の
冷
淡
な
態
度
、
一
九
〇
五
年
の
、
日
本
政
府
に
よ
る
清
国

留
学
生
圧
迫
、
一
九
〇
七
年
の
、
日
本
政
府
に
よ
る
孫
文
の
国
外
退
去
命
令
、

辛
亥
革
命
直
後
の
中
華
民
国
政
府
に
対
す
る
、
日
本
政
府
の
非
友
好
的
態
度
、

等
々
の
諸
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
重
要
な
点
は
、
日
本
と
の
「
友

誼
」
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
．
南
北
和
平
会
議
、
五
・
四

運
動
の
諸
要
因
に
よ
つ
て
、
反
日
的
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
つ
た
、
孫
文
の
民
族

主
義
の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
中
国
に
利
権
を
も
つ
列
強
全
体
を
、
孫
文
が
帝
国

主
義
と
認
識
す
る
過
程
を
、
著
者
は
看
過
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

孫
文
が
晩
年
に
到
達
し
た
、
反
帝
国
主
義
的
民
族
主
義
の
枠
組
の
な
か
で
、
一

九
二
四
年
の
孫
文
の
訪
日
に
お
け
る
、
日
本
人
に
対
す
る
彼
の
個
人
的
「
友
誼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
　
　
　
（
九
五
四
）

の
情
が
、
真
の
日
中
間
の
友
誼
と
な
り
え
な
い
情
況
が
生
れ
て
ぎ
て
い
た
の
で

あ
る
。
著
者
は
、
孫
文
の
個
人
的
行
動
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
行
動
を
、

彼
の
全
思
想
体
系
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
問
題
は
、
孫
文
の
反
帝
国
主
義
的
民
族
主
義
を
、
わ
れ
わ
れ
が
い

か
に
理
解
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
、
藤
井
昇
三
氏
の

著
書
に
か
ん
す
る
私
の
論
評
に
対
す
る
、
著
者
の
反
論
の
中
心
的
課
題
で
あ
つ

た
。
藤
井
氏
は
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
、
南
北
和
平
会
議
、
五
・
四
運
動
の
諸
要

因
に
よ
つ
て
、
孫
文
の
民
族
主
義
の
論
理
構
造
が
、
　
一
九
一
九
年
を
境
と
し

て
、
変
化
し
て
く
る
と
主
張
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
一
九
一
九

年
以
前
と
以
後
の
、
孫
文
の
民
族
主
義
の
論
理
が
対
置
さ
れ
る
。
一
九
一
九
年

以
前
の
論
理
と
は
、
　
「
日
本
お
よ
び
そ
の
他
の
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
の
援
助
に

依
存
し
て
国
内
の
反
対
勢
力
を
打
倒
し
よ
う
と
」
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
一
九
一
九
年
以
後
の
論
理
と
は
、
　
「
日
本
の
対
中
国
政
策
を
…
－

民
族
主
義
革
命
と
は
両
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
」
、
「
換
言
す
れ

ぽ
、
：
・
中
国
に
対
す
る
も
つ
と
も
苛
酷
な
民
族
的
抑
圧
と
な
つ
て
い
る
日
本

帝
国
主
義
に
た
い
し
て
こ
れ
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
」
こ
と
で
あ
つ
た
（
『
中
国

を
め
ぐ
る
国
際
政
治
』
所
収
の
、
藤
井
氏
の
論
文
、
八
七
頁
）
。
し
か
し
、
私
は
、

こ
の
変
化
の
基
準
の
設
定
の
仕
方
、
さ
ら
に
は
、
藤
井
氏
の
、
孫
文
の
反
帝
国

主
義
的
民
族
主
義
の
論
理
構
造
の
理
解
の
仕
方
に
同
意
し
難
い
．
但
し
、
こ
こ

で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
藤
井
氏
と
私
と
の
間
に
、
　
一
九
一
九
年
を
境
と
し

て
、
孫
文
の
民
族
主
義
が
反
日
的
傾
向
を
強
め
て
ぎ
た
、
と
い
う
事
実
認
識
に

お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
相
違
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
南
北

和
平
会
議
と
孫
文
の
民
族
主
義
理
論
と
の
関
係
に
か
ん
し
て
、
私
は
藤
井
氏
の



分
析
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
問
題
は
、
こ
の
孫
文
の
民
族
主
義
の
反
日
的
傾

向
へ
の
転
換
を
ど
う
理
解
す
る
か
に
あ
る
。
も
し
、
一
九
一
九
年
以
前
の
、
孫

文
の
民
族
主
義
が
、
帝
国
主
義
の
勢
力
均
衡
の
上
に
立
つ
た
、
国
内
．
国
外

（
前
者
の
要
素
に
つ
い
て
、
藤
井
氏
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
民
族
主
義
を
論
ず

る
以
上
、
そ
の
対
外
的
対
象
、
も
し
く
は
、
対
外
的
対
象
と
国
内
的
反
対
勢
力
と
の

結
合
を
前
提
と
す
る
）
の
反
対
勢
力
と
の
闘
争
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
、
　
こ

の
仮
定
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
一
九
一
九
年
以
後
の
民
族
主
義
の
構
造
的
変
化

と
は
．
論
理
的
に
は
、
帝
国
主
義
の
勢
力
均
衡
へ
の
依
存
を
放
棄
し
、
国
内
外

の
反
対
勢
力
と
対
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。
藤
井
氏
の
指
摘
さ
れ
る
．
孫
文
の
、

一
九
一
九
年
の
対
日
批
判
は
、
こ
の
よ
う
な
民
族
主
義
の
論
理
構
造
の
転
換
の

な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
事
実
に
お
い
て
は
、
孫

文
は
、
一
九
一
九
年
を
境
と
し
て
、
反
日
的
傾
向
を
強
化
す
る
の
と
は
反
比
例

的
に
、
親
米
的
傾
向
を
増
大
し
て
い
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
論
評
で
私

は
す
で
に
言
及
し
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
事
実
を
承
認
す
る
と
す
れ
ば
、
藤

井
氏
が
、
一
九
一
九
年
以
後
に
転
換
「
し
は
じ
め
た
」
民
族
主
義
の
論
理
構
造

の
規
準
と
考
え
て
お
ら
れ
る
、
孫
文
の
対
日
批
判
も
、
も
う
一
つ
の
側
面
を
見

れ
ば
、
そ
れ
以
前
の
彼
の
民
族
主
義
の
構
造
の
枠
の
中
で
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
、
一
九
一
九
年
に
は
、
孫
文
の
民
族
主
義
は
、
構
造
的
・
質

的
転
換
を
と
げ
て
い
な
か
つ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
点
に
か
ん
し
て
，
私
は
、
　
「
民
衆
的
基
盤
の
う
え
に
た
つ
て
、
中
国
に

利
権
を
も
つ
列
強
全
体
を
帝
国
主
義
と
し
て
民
族
主
義
の
対
象
と
し
て
把
握
す

る
」
こ
と
に
、
孫
文
の
民
族
主
義
の
転
換
の
規
準
を
設
定
す
る
。
民
衆
的
基
盤

に
立
つ
て
列
強
の
圧
迫
に
対
抗
す
る
か
ぎ
り
、
孫
文
の
民
族
主
義
は
、
軍
閥
支

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
む

配
と
相
容
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
私
は
、
孫
文
の
民
族
主
義
の
構
造
的
・
質

的
転
換
は
、
一
九
二
二
年
六
月
の
陳
燗
明
の
叛
乱
前
後
に
あ
つ
た
、
と
考
え
る

の
で
あ
る
．
陳
の
叛
乱
に
よ
つ
て
、
孫
文
は
軍
閥
的
基
盤
と
訣
別
し
、
大
衆
組

織
を
掌
握
す
る
中
共
と
の
合
作
へ
ふ
み
切
る
と
と
も
に
、
同
月
の
『
徐
世
昌
退

職
後
ノ
対
外
宣
言
』
に
お
い
て
、
列
強
全
体
と
対
決
す
る
姿
勢
を
う
ち
出
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
藤
井
氏
は
、
一
九
二
一
年
末
の
広
東
政
府
の
ワ
シ
ン
ト
ン

会
議
に
対
す
る
、
不
平
等
条
約
廃
棄
の
要
求
提
出
を
も
つ
て
、
列
強
全
体
と
の

対
決
の
場
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
、
孫
文
は
、
北
伐
の
た
め
に
、
い

ぜ
ん
と
し
て
、
軍
閥
陳
燗
明
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
い
う
理
由
か
ら
、

私
は
、
孫
文
の
民
族
主
義
理
論
の
構
造
的
・
質
的
転
換
の
時
期
に
か
ん
し
て
、

一
九
二
二
年
六
月
の
陳
の
叛
乱
以
後
と
す
る
自
説
に
固
執
す
る
の
で
あ
る
．

　
し
た
が
つ
て
、
孫
文
の
民
族
主
義
が
、
一
九
二
四
年
に
か
か
る
意
味
で
の
反

帝
国
主
義
的
性
格
を
も
つ
て
い
た
と
す
る
と
、
彼
が
訪
日
の
時
に
抱
い
て
い

た
、
日
本
の
一
部
の
人
々
に
対
す
る
友
好
の
情
も
、
中
国
と
日
本
と
の
友
好
と

は
な
り
え
な
か
つ
た
。
事
実
、
当
時
の
日
本
政
府
の
冷
淡
な
態
度
は
、
批
判
的

新
聞
論
調
と
相
ま
つ
て
、
孫
文
の
東
京
訪
問
を
取
消
さ
し
め
た
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
拙
稿
、
「
孫
文
独
裁
下
に
お
け
る
注
精
衛
の

役
割
」
、
『
法
学
研
究
』
、
第
四
一
巻
第
八
号
、
五
二
頁
参
照
V
。

三

　
第
二
の
、
孫
文
亡
ぎ
あ
と
の
、
孫
文
思
想
の
展
開
に
か
ん
す
る
理
解
の
仕
方

の
問
題
は
、
主
と
し
て
、
野
沢
氏
の
著
作
と
関
係
す
る
．
第
一
の
問
題
点
で
触

れ
た
ご
と
く
、
孫
文
の
民
族
主
義
は
、
大
衆
的
基
盤
に
立
つ
、
反
軍
閥
・
反
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
一
七
　
　
　
（
九
五
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

国
主
義
的
性
格
を
も
つ
に
い
た
つ
た
。
著
者
の
提
起
さ
れ
る
諸
問
題
も
、
こ
の

民
族
革
命
達
成
の
た
め
の
、
大
衆
的
基
盤
と
反
帝
国
主
義
・
反
軍
閥
闘
争
に
関

連
す
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
野
沢
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
同
年
（
一
九
四
九
年
ー
筆
者
註
）
六
月
に
、
毛
沢
東
は
『
人
民
民
主
独
裁
に

　
つ
い
て
』
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
毛
沢
東
は
孫
文
が
異
な
つ
た

　
世
界
観
を
も
ち
、
異
な
つ
た
階
級
的
立
易
が
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
　
『
ど
の

　
よ
う
に
帝
国
主
義
と
た
た
か
う
か
と
い
う
問
題
』
で
は
『
基
本
的
に
わ
れ
わ

　
れ
と
一
致
し
た
結
論
に
達
し
た
』
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
ま
た
『
誰
が
誰
を

　
指
導
す
る
か
』
と
い
う
点
を
除
い
て
、
孫
文
の
民
権
主
義
が
中
共
の
人
民
民

　
主
主
義
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
」
（
二
一
四
頁
）
。

　
か
く
て
、
著
者
は
、
孫
文
思
想
の
提
起
し
た
諸
問
題
が
、
そ
の
異
な
つ
た
理

論
的
立
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
、
毛
沢
東
指
導
下
の
中
共
に
よ
つ
て

実
現
さ
れ
た
、
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
孫
文
思

想
の
展
開
に
関
連
し
て
、
孫
文
が
毛
沢
東
と
は
異
な
つ
た
階
級
的
立
場
か
ら
出

発
し
た
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
『
誰
が
誰
を
指
導
す
る
か
』
と
い
う
こ
と
の

も
つ
意
味
の
、
著
者
の
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て
、
私
は
、
問
題
を
提
起
し
て
み

た
い
。

　
著
者
は
孫
文
の
指
導
の
下
で
一
九
二
四
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
国
民
党

一
全
大
会
の
打
出
し
た
基
本
的
方
向
は
、
い
わ
ゆ
る
連
ソ
・
容
共
・
農
工
扶
助

の
三
大
政
策
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
、
基
本
的
に
は
、
一
九
四
〇
年
の
、

毛
沢
東
の
『
新
民
主
主
義
論
』
に
お
け
る
、
新
三
民
主
義
の
解
釈
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
と
考
え
る
（
一
七
七
ー
九
頁
）
。
し
か
し
、
問
題
は
、
農
工
扶
助
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
　
　
（
九
五
六
）

に
お
け
る
農
工
の
位
置
づ
け
で
あ
る
．
周
知
の
ご
と
く
、
孫
文
の
民
生
主
義
に

お
け
る
、
地
権
平
均
と
資
本
節
制
の
政
策
は
、
中
国
の
資
本
主
義
的
発
展
の
後

進
性
の
ゆ
え
に
、
理
論
的
に
は
、
階
級
調
和
的
性
格
を
も
つ
こ
と
を
、
孫
文
自

身
が
認
め
て
い
る
。
民
生
主
義
の
政
策
が
実
施
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
農
民
と
地
主
、

労
働
者
と
資
本
家
と
の
階
級
対
立
は
、
発
生
す
る
は
ず
が
な
か
つ
た
。
さ
ら

に
、
労
農
階
級
は
、
反
帝
国
主
義
的
諸
階
級
の
統
一
戦
線
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
も
共
通
の
利
害
関
係
を
分
ち
も
つ
と
考
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
孫
文
は
、
主
観
的
に
は
、
中
国
革
命
に
お
け
る

労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
認
め
ず
、
国
内
に
お
け
る
階
級
調
和
的
立
場
に
立
つ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
毛
沢
東
が
農
工
扶
助
政
策
を
支
持
す

る
と
き
、
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
承
認
し
た
う
え
で
の
、
労
農
同
盟
を
意
味

す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
孫
文
思
想
の
展
開
と
そ
れ
に

対
す
る
毛
沢
東
の
解
釈
を
考
察
す
る
に
あ
た
つ
て
、
中
国
革
命
に
お
け
る
労
働

者
階
級
の
指
導
性
の
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
を
、
著
者
は
、
無
意
識
的
に
、
ま
た

は
、
多
分
、
意
識
的
に
避
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
当
時
、
孫
文
の
お
か
れ
て
い
た
情
況
、
な
ら
び

に
、
彼
の
行
動
様
式
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

　
先
に
引
用
し
た
、
E
・
H
・
カ
ー
の
主
張
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
歴
史
に
お

け
る
個
人
の
役
割
を
客
観
的
に
評
価
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
個
人
の
行
動
の
主

観
的
意
図
、
な
ら
び
に
、
そ
の
内
在
的
論
理
が
追
求
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
毛
沢
東
と
の
対
比
に
お
い
て
、
孫
文
の
農
工
扶
助
政
策
は
何
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
革
命
運
動
の
大
衆
的
基
盤
と
し
て
、
孫
文
は
、
事
実
上
、
労

農
階
級
の
重
要
性
を
認
め
て
い
た
．
し
か
し
、
革
命
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級



の
指
導
性
を
認
め
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
理
論
上
、
大
衆
を
構
成
す
る
社

会
集
団
は
、
労
働
者
階
級
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
い
か
な
る
階
級
も
、
そ
こ

に
、
包
含
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
つ
た
。
国
民
党
の
指
導
者
と
し
て
の
孫
文

が
、
党
は
い
か
な
る
階
級
を
も
包
含
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
党
が
す
べ
て

の
階
級
の
な
か
に
基
盤
を
も
つ
か
、
そ
れ
と
も
、
す
べ
て
の
階
級
の
な
か
に
基

盤
を
も
た
な
い
か
、
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
を
意
味
す
る
．
孫
文
は
、
後
者
の

行
動
様
式
を
選
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
労
農
階
級
の
事
実
上
の
重
要
性
を
認
め
つ

つ
も
，
孫
文
、
お
よ
び
国
民
党
は
、
そ
れ
ら
を
組
織
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。
労
農
階
級
を
中
心
と
す
る
大
衆
の
組
織
化
の
任
務
は
、
完
全
に
中
共

の
手
中
に
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
，
孫
文
が
、
革
命
運
動
に
お
け
る
大
衆
の
重

要
性
を
認
識
す
れ
ば
す
る
程
、
彼
は
、
中
共
に
接
近
し
、
中
共
に
依
存
せ
ざ
る

を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
孫
文
の
行
動
様
式
は
、
彼
の
、
大
衆
の
役

割
の
理
解
の
仕
方
、
さ
ら
に
は
、
　
「
建
国
大
綱
」
に
お
け
る
、
革
命
発
展
の
程

度
と
も
関
連
を
も
つ
。
著
者
も
指
摘
す
る
ご
と
く
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
孫

文
は
、
　
「
個
々
の
人
間
の
先
進
的
作
用
を
強
調
し
て
、
先
知
先
覚
（
発
明
家
）
、

後
知
後
覚
（
宣
伝
家
）
、
不
知
不
覚
（
実
行
家
）
と
い
つ
た
人
間
の
区
分
け
」
を
し

て
い
た
（
二
一
〇
頁
）
。
孫
文
は
、
一
面
で
は
、
革
命
運
動
へ
の
大
衆
の
政
治
参

加
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
他
面
で
は
、
実
行
家
と
し
て
の
大
衆
の
「
不
知

不
覚
」
を
指
摘
す
る
．
か
く
て
、
大
衆
の
役
割
の
重
要
性
へ
の
認
識
と
大
衆
の

能
動
性
へ
の
不
信
と
い
う
、
相
矛
盾
し
た
要
素
は
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て

の
「
先
知
先
覚
」
に
よ
つ
て
統
一
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
　
「
建
国
大
綱
」

に
お
け
る
、
軍
政
・
訓
政
両
時
期
の
、
人
民
に
対
す
る
国
民
党
の
指
導
が
是
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
政
治
的
エ
リ
ー
ト
の
指
導
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
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大
衆
の
能
動
性
を
軽
視
す
る
孫
文
の
行
動
様
式
が
、
自
ら
大
衆
の
な
か
へ
入
つ

て
い
つ
て
、
芳
、
の
組
織
者
と
な
る
こ
と
を
困
難
に
し
、
む
し
ろ
、
中
共
の
組
織

し
た
大
衆
運
動
を
、
党
の
指
導
下
に
統
合
し
て
い
く
、
と
い
う
道
を
選
ば
し
め

た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
毛
沢
東
と
の
対
比
に
お
い
て
、
孫
文
の
農
工
扶
助
政

策
の
論
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国
民
党
側
か
ら
の
国
共
含
作
の
必
要

性
、
大
衆
運
動
の
統
合
者
と
し
て
の
孫
文
の
役
割
、
さ
ら
に
は
、
孫
文
思
想
の

こ
の
側
面
が
、
い
わ
ゆ
る
国
民
党
左
派
に
よ
つ
て
強
調
さ
れ
て
い
つ
た
場
合

の
、
左
派
の
政
治
的
体
質
を
も
説
明
す
る
の
に
役
立
つ
の
で
あ
る
．

　
以
上
述
べ
て
ぎ
た
こ
と
は
、
孫
文
の
農
工
扶
助
政
策
の
も
つ
主
観
的
側
面
で

あ
る
．
し
か
し
、
一
九
二
四
年
の
商
団
鎮
圧
へ
の
工
団
軍
・
農
団
軍
の
参
加
、

一
九
二
五
年
の
五
・
三
〇
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
党
の
革
命
運
動

は
、
中
共
の
組
織
し
た
大
衆
運
動
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．
さ

ら
に
は
、
そ
の
後
の
中
国
革
命
に
お
い
て
、
孫
文
の
意
図
を
超
え
て
、
彼
の
提

起
し
た
労
農
階
級
を
中
心
と
す
る
大
衆
の
政
治
参
加
は
、
客
観
的
に
は
、
中
共

の
指
導
の
下
に
実
現
さ
れ
て
い
つ
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、
孫
文
思
想
の
客
観

的
評
価
に
の
み
重
点
を
お
き
、
孫
文
の
行
動
を
支
え
て
い
た
、
彼
の
思
想
の
主

観
的
側
面
の
追
求
を
軽
視
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
、
孫
文
思

想
の
展
開
を
論
じ
て
い
る
点
を
、
私
は
不
満
に
思
う
の
で
あ
る
。

四

　
最
後
に
、
私
は
、
孫
文
思
想
に
お
け
る
伝
統
的
要
素
の
研
究
に
つ
い
て
提
案

を
し
た
い
。
貝
塚
・
野
沢
両
氏
と
も
、
三
民
主
義
形
成
過
程
に
お
い
て
．
西
欧

が
孫
文
に
与
え
た
影
響
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
野
沢
氏
は
、
孫
文
思
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二
九
　
　
　
（
九
五
七
）
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想
の
源
泉
と
し
て
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
要
素
を
指
摘
さ
れ
る
。
O
太
平
天
国
の
な

か
に
見
ら
れ
る
．
民
族
主
義
の
精
神
、
共
和
思
想
、
お
よ
び
、
貧
富
均
等
の
思

想
、
ロ
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
R
・
フ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
、
パ
ス
ツ
ー
ル
ら

の
、
一
九
世
紀
の
自
然
科
学
の
成
果
、
日
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
あ
ら
わ
れ
た
、
分

権
理
論
や
人
民
主
権
説
、
⑳
・
ン
ド
ン
滞
在
中
に
見
聞
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
資
本

主
義
の
現
実
、
が
そ
れ
で
あ
る
（
二
〇
八
頁
）
。
彼
の
思
想
に
お
け
る
強
い
西
欧

文
化
の
影
響
と
は
対
照
的
に
、
孫
文
は
、
「
古
典
的
（
儒
教
的
）
素
養
と
い
う
点
で

は
、
同
時
代
の
士
大
夫
出
身
者
た
る
康
有
為
は
い
う
に
お
よ
ぽ
ず
、
…
－
科
挙

の
受
験
に
専
念
し
て
い
た
張
審
な
ど
に
く
ら
べ
て
も
、
は
る
か
に
及
ば
な
か
つ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
逆
に
い
え
ば
、
伝
統
的
規
範
に
そ
れ
だ
け

と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
新
し
い
欧
米
文
化
を
摂
取
し
や
す
い
立
場
に
い

た
こ
と
に
」
な
る
の
で
あ
る
（
八
一
頁
）
。

　
以
上
述
べ
た
、
孫
文
思
想
に
お
け
る
西
欧
的
要
素
を
前
提
と
し
た
場
合
、
孫

文
の
著
作
の
な
か
に
散
見
す
る
、
伝
統
的
諸
要
素
は
い
か
に
理
解
さ
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
．
一
九
二
四
年
の
三
民
主
義
講
演
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
、
中
国

固
有
の
宗
族
を
合
体
し
て
国
族
団
体
を
組
織
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
野
沢
氏

の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
果
し
て
．
「
『
自
分
に
団
体
を
も
つ
』
具
体
的
方
法
」

に
か
ん
す
る
、
孫
文
の
単
な
る
「
摸
索
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
（
一
八
O
頁
）
。
同

じ
く
、
三
民
主
義
講
演
の
な
か
で
．
孫
文
が
、
民
族
国
家
復
興
の
基
礎
と
し

て
、
忠
孝
・
仁
愛
・
信
義
平
和
等
の
、
中
国
固
有
の
道
徳
の
回
復
を
主
張
し
て

い
る
の
は
、
い
か
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
先
に
述

べ
た
、
人
民
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
と
人
民
の
自
発
性
に
対
す
る
不
信
と
の

矛
盾
は
、
封
建
社
会
に
お
け
る
支
配
の
客
体
と
し
て
の
人
民
の
役
割
と
無
関
係
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な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
こ
れ
ら
の
問
い
を
発
す
る
意
図
は
、
戴
季
陶
の
．
こ
と

く
、
孫
文
の
西
欧
に
お
け
る
教
育
と
経
験
を
無
視
し
て
、
孫
文
思
想
を
儒
教
的

価
値
観
に
帰
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
孫
文
思
想
に
お
け
る
、
西
欧
的
要
素
と
伝

統
的
要
素
と
の
結
合
の
態
様
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
．
私
は
、
こ
の
問
題
を
解
く
一
つ
の
鍵
が
、
五
・
四
文
化
運
動
と
孫
文

と
の
関
係
の
究
明
に
あ
る
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
多
く
の
、
新
し

い
知
識
人
は
、
五
・
四
文
化
運
動
に
お
け
る
、
儒
教
批
判
を
通
し
て
成
長
し
て

き
た
。
こ
の
儒
教
批
判
の
風
潮
の
な
か
で
、
孫
文
は
、
い
か
に
伝
統
的
価
値
観

と
対
決
し
て
い
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
従
来
の
孫
文
研
究
の
一

つ
の
盲
点
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
の
間
、
孫

文
は
比
較
的
不
活
澄
で
あ
り
、
五
・
四
示
威
運
動
に
も
積
極
的
に
関
係
し
て
い

な
か
つ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
野
沢
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
ご
と

く
、
国
民
党
は
『
建
設
雑
誌
』
を
発
行
し
て
、
社
会
主
義
を
論
じ
て
お
り
（
一

六
九
頁
）
、
と
う
て
い
、
五
・
四
文
化
運
動
に
無
関
心
で
は
あ
り
え
な
か
つ
た
、

と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
．
両
氏
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て

お
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
孫
文
、
お
よ
び
国
民
党
分
子
の
、
五
・
四

文
化
運
動
に
お
け
る
伝
統
文
化
批
判
へ
の
対
応
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
孫
文
思

想
に
お
け
る
、
西
欧
的
要
素
と
伝
統
的
要
素
と
の
結
合
、
さ
ら
に
は
、
彼
の
そ

の
後
の
行
動
様
式
を
も
理
解
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
面
の
研
究
の
発
展
を
、
私
は
期
待
し
て
や
ま
な
い
．
　
（
｝

九
六
九
・
四
・
二
四
）
（
『
孫
文
と
中
国
革
命
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
六
六
年
、
二
一

六
頁
、
｝
五
〇
円
．
－
孫
文
と
日
本
』
講
談
社
、
　
一
九
六
七
年
、
二
〇
二
頁
、
二
三

〇
円
．
）
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